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核
兵
器
の
廃
絶
を
め
ざ
し
て

ピ
ー
ス
ウ
イ
ー
ク
行
動
を
実
施

内
野
海
老
名
市
長
に
よ
る
ア
ピ
ー
ル

８
月
３
日
、
海
老
名
駅
前
に

て
ピ
ー
ス
ウ
イ
ー
ク
行
動
を
実

施
し
ま
し
た
。
平
和
首
長
会
議

に
参
加
す
る
海
老
名
市
・
内
野

市
長
に
ア
ピ
ー
ル
頂
い
た
他
、

大
和
、
座
間
、
綾
瀬
市
長
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
届
け
ら
れ
ま

し
た
。

組
織
内
・
推
薦
議
員
の
皆
さ

ん
に
よ
る
マ
イ
ク
リ
レ
ー
の
間
、

参
加
組
合
員
は
ウ
チ
ワ
型
の
チ

ラ
シ
を
配
布
。
ま
た
通
り
が
か

る
子
ど
も
た
ち
に
は
、
平
和
ク

イ
ズ
に
挑
戦
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。当

日
、
参
加
い
た
だ
い
た
組

８月３日

海老名駅前

地
球
上
の
人
類
を
何
回
も
全
滅
さ
せ
る
ほ
ど
の

核
兵
器
が
存
在
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

廃
絶
を
世
界
の
人
々
が
求
め
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
遅
々
と
し
て
進
み
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
被
爆

国
・
日
本
の
使
命
と
し
て
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

織
内
・
推
薦
議
員
は
牧
山
参
議

院
議
員
・
沖
本
座
間
市
議
・
二

見
綾
瀬
市
議
・
佐
竹
綾
瀬
市
議
・

相
原
海
老
名
市
議
・
佐
藤
大
和

市
議
の
皆
さ
ん
で
す
。

平
和
首
長
会
議
と
は

１
９
８
２
年
６
月
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
開
催
さ

れ
た
第
２
回
国
連
軍
縮
特
別
総

会
に
お
い
て
、
荒
木
武
・
広
島

市
長
（
当
時
）
が
、
世
界
の
都

市
が
国
境
を
超
え
て
連
帯
し
、

と
も
に
核
兵
器
廃
絶
へ
の
道
を

切
り
拓
こ
う
と
「
核
兵
器
廃
絶

に
向
け
て
の
都
市
連
帯
推
進
計

画
」
を
提
唱
し
、
広
島
・
長
崎

両
市
長
か
ら
世
界
各
国
の
市
長

宛
に
こ
の
計
画
へ
の
賛
同
を
求

め
た
。
平
和
首
長
会
議
は
、
こ

の
趣
旨
に
賛
同
す
る
１
６
３
ヶ

国
、
７
６
５
０
都
市
（
２
０
１

８
現
在
）
で
構
成
さ
れ
、
海
老

名
、
大
和
、
座
間
、
綾
瀬
を
含

む
神
奈
川
県
内
す
べ
て
の
自
治

体
が
加
盟
し
て
い
る
。

連合の日
駅頭宣伝活動

県中央地域連合は全国の

仲間と共に、毎月１回、大

和駅、海老名駅での宣伝活

動に取り組んでいます。

２
０
１
９
年
度
に
向
け
た
政
策
・
制
度
要
求
と
提
言

議
員
団
会
議
で
内
容
を
検
討

県
中
央
地
域
連
合
は
毎
年
秋

に
、
大
和
市
、
海
老
名
市
、
座

間
市
、
綾
瀬
市
に
「
政
策
・
制

度
要
求
と
提
言
」
を
提
出
し
て

い
ま
す
。
今
年
も
労
働
者
・
生

活
者
の
視
点
に
立
っ
た
提
言
を

練
り
上
げ
る
た
め
、
組
織
内
・

推
薦
議
員
の
知
恵
を
お
借
り
す

べ
く
８
月
２
７
日
に
議
員
団
会

議
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
の
冒
頭
に
連
合
神
奈
川
・

金
井
副
事
務
局
長
よ
り
、
通
常

国
会
で
成
立
し
た
「
働
き
方
改

革
」
法
の
問
題
点
や
、
今
後
の

政
労
審
で
の
課
題
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
外
国
人
労
働
者
を

地
域
で
受
け
入
れ
る
体
制
づ
く

り
、
自
治
体
で
働
く
非
正
規
職

員
の
待
遇
改
善
、
保
育
の
問
題

な
ど
に
つ
い
て
課
題
の
共
有
化

と
と
も
に
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
提
言
書
は
今
後
精
査
を

加
え
晩
秋
に
提
出
予
定
で
す
。

９８３円

神奈川県内の最低賃金

２７円ｕｐ！
２０１８年
１０月１日より

９
月
７
日
の
大
和
駅
で
は
過

重
労
働
の
問
題
を
訴
え
る
と
と

も
に
、
西
日
本
豪
雨
災
害
へ
の

救
援
カ
ン
パ
に
も
取
り
組
み
ま

し
た
。

チ
ラ
シ
を
配
る
参
加
組
合
員

に
、
残
業
に
つ
い
て
の
質
問
が

寄
せ
ら
れ
、
「
ミ
ニ
労
働
相
談
」

の
役
割
も
。
ま
た
上
の
写
真
の

よ
う
に
、
多
く
の
方
か
ら
カ
ン

パ
を
頂
き
ま
し
た
。
連
合
を
通

し
て
被
災
地
に
届
け
ま
す
。

カンパへのご協力に感謝

子どもたちには平和クイズを

ノー・モア・ヒロシマ

ノー・モア・ナガサキ



。

教
育
懇
談
会
、
開
催
さ
れ
る

２０１８

県央地区

知
ろ
う
！

語
り
合
お
う
！

熱
心
に
話
し
合
わ
れ
た
グ
ル
ー
プ
懇
談

相模川をきれいに！
座架依橋付近で

クリーン

キャンペーン

集めたゴミは回収車へ

座
間
市
の
ク
リ
ー
ン
推
進
運

動
に
参
加
す
る
形
で
県
中
央
労

福
協
と
と
も
に
ク
リ
ー
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

河
川
敷
に
は
例
年
よ
り
多
く

の
ゴ
ミ
が
。
中
に
は
タ
イ
ヤ
や

電
化
製
品
な
ど
首
を
傾
げ
た
く

な
る
不
法
投
棄
物
も
あ
り
、
残

念
な
状
況
で
し
た
。

構
成
組
合
員
の
参
加
は
９
１

人
。
全
体
で
は
約
１
４
０
０
人

が
集
ま
り
、
３
ト
ン
近
く
の
ゴ

ミ
を
回
収
し
ま
し
た
。

９月９日

子ども

の貧困

をテーマに

県
中
央
地
域
連
合
が
呼
び
か
け
て
結
成
さ
れ
た
実

行
委
員
会
が
主
催
し
「
教
育
懇
談
会
」
が
海
老
名
市

文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初
の
試
み
で
し
た

が
様
々
な
立
場
の
８
０
名
が
参
加
し
、
学
習
を
深
め

る
と
と
も
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
反
貧
困
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
神
奈
川
の
幹
事
で
あ

る
西
川
治
弁
護
士
が
講
演
。

続
い
て
行
政
の
立
場
か
ら
座

間
市
福
祉
部
生
活
援
護
課
の

林
さ
ん
、
地
域
で
子
ど
も
食

堂
を
運
営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

し
ん
ち
ゃ
ん
ハ
ウ
ス
の
館
合

さ
ん
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
参
加
者
は
９

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
懇
談
。

課
題
の
深
刻
さ
に
気
付
か
さ

れ
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

ちょっと拝見

組合活動

日
本
飛
行
機
労
働
組
合
厚
木
支
部

Ｊ
Ａ
Ｍ
神
奈
川

９
月
２
７
日
、
会
社
の
ご
協
力
を

得
て
、
厚
木
基
地
に
隣
接
す
る
工
場

を
見
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の

際
に
伺
っ
た
労
働
現
場
や
組
合
活
動

の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

１
９
５
３
年
に
出
張
所
と
し

て
厚
木
基
地
で
作
業
を
始
め
て

以
来
、
厚
木
工
場
へ
の
発
展
に

伴
っ
て
１
９
５
７
年
に
厚
木
支

部
が
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
当
時

は
米
軍
の
政
策
変
更
の
た
び
に

雇
用
不
安
が
つ
き
ま
と
い
、
人

員
整
理
な
ど
へ
の
対
応
に
追
わ

れ
る
組
合
活
動
だ
っ
た
よ
う
で

す
。

◆

組
合
事
務
所
は
社
内
の
一
角

に
設
け
ら
れ
る
の
が
一
般
的
で

す
が
、
日
飛
労
組
は
大
和
駅
徒

歩
３
分
の
場
所
に
組
合
会
館
を

所
有
し
て
い
ま
す
。
米
軍
が
労

働
組
合
を
毛
嫌
い
し
た
た
め
、

工
場
内
に
事
務
所
を
設
置
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
空
き
家
や
洋

服
店
の
２
階
な
ど
を
転
々
と
し

た
そ
う
で
す
。
会
議
を
開
く
に

も
飲
み
屋
の
広
間
を
借
り
た
り

と
苦
労
の
末
、
組
合
会
館
建
設

を
決
意
。
１
９
６
８
年
に
落
成

し
た
会
館
は
、
組
合
員
が
三
千

円
ず
つ
拠
出
（
５
年
後
に
利
子

を
つ
け
て
返
済
）
し
、
不
足
分

は
友
愛
（
現
在
は
労
金
に
統
合
）

か
ら
融
資
を
受
け
て
建
て
ら
れ

た
そ
う
で
す
。
当
時
の
物
価
・

賃
金
水
準
か
ら
す
る
と
、
組
合

員
の
固
い
団
結
が
推
察
さ
れ
ま

す
。

◆

現
在
、
厚
木
支
部
の
組
合
員

は
３
３
０
人
ほ
ど
。
主
な
業
務

で
あ
る
米
軍
機
お
よ
び
自
衛
隊

機
の
整
備
・
修
理
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。
板
金
や
電
気
・
電
子

系
、
艤
装
な
ど
技
術
を
生
か
し

た
仕
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
工

場
内
で
整
備
す
る
航
空
機
は
、

武
器
や
火
薬
類
全
て
を
降
ろ
し

た
状
態
で
入
っ
て
く
る
と
の
こ

と
。
そ
れ
で
も
一
つ
間
違
え
ば

大
事
故
に
つ
な
が
る
作
業
の
た

め
、
細
心
の
注
意
と
厳
格
な
点

検
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆

見
学
し
た
こ
の
日
に
は
ハ
ン

ガ
ー
（
建
屋
）
内
に
７
基
の
ｐ

３
哨
戒
機
が
。
塗
装
を
落
と
し

た
機
体
に
貼
ら
れ
た
無
数
の
目

印
は
サ
ビ
の
箇
所
。
ど
ん
な
に

微
細
な
も
の
も
見
逃
さ
ず
、
徹

底
的
に
落
と
す
の
だ
そ
う
で
す
。

な
お
残
念
な
が
ら
扱
っ
て
い
る

物
の
性
質
上
、
工
場
内
を
写
真

で
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

◆

最
近
の
交
渉
テ
ー
マ
の
一
つ

と
し
て
有
給
休
暇
の
取
得
形
態

が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
組
合
員

の
要
望
に
基
づ
き
、
法
定
分
を

超
え
る
２
日
分
に
つ
い
て
は
、

午
後
３
時
よ
り
２
時
間×

８
回

の
取
得
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
組
合
の
恒
例
行
事
は
潮

干
狩
り
、
餅
つ
き
、
地
引
網
な

ど
。
家
族
を
含
め
交
流
を
深
め

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
毎
月
、
職

場
で
労
金
・
労
済
の
相
談
会
を

実
施
し
、
組
合
員
の
福
利
厚
生

や
生
活
安
定
に
も
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

７
月
２
６
日

ＪＡＭ

大和市中央５丁目にある組合会館


